
「『固定資産の減損に係る会計基準の適用指針』の検討状況の整理」を拝見させていただき

ました。現段階でのコメントは以下の通りですので、最終的な取り纏めに当たっては当該

内容を踏まえていただければ幸甚です。 
  
①減損処理を行う場合、現状の適用指針では、土地・建物に対して、それぞれどの程度の

割合にするべきか？が明記されていない。これは減損処理を行う企業サイドの裁量に委ね

るということで理解して良いのか？ 
 
②営業活動から生じるキャッシュフローを算定するに当たり、連結決算のキャッシュフロ

ー計算書の『営業活動によるキャッシュフロー』と同レベルの算定を要することになると  

非常に負担感がある。償却前営業利益という形とし、営業利益＋減価償却による簡易的な

算定も可とした方が良い。尚、設備投資については当該ＣＦ算定後に控除するという形が

望ましい。 
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